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出典：「ROECニュース」第１号表紙 
復元船 「サン・ファン・バウティスタ」（石巻市 写真提供：宮城県観光課） 
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（大正１０年７月３日 「大阪毎日新聞」 抜粋 出典：神戸大学図書館所蔵資料） 

温故知新  関東大震災と無線通信の活躍 
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（大正１３年１月４日 「神戸又新日報」 
 の記事「震災に訓へられた無線電信の将来」（抜粋） 出典：神戸大学図書館所蔵資料） 

温故知新  関東大震災と無線通信の活躍 

大正１２年（１９２３）９月１日、関東大震災の惨状を世界に知らせたのは、福島県富岡町の無線電信局だった。 
 

当時の最先端技術が駆使され、日本から発信された関東大震災のニュ－スが太平洋を超えてアメリカへ、そ
して世界へと、ほぼリアルタイムで伝達され、新聞紙面に掲載された。 
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大震災発生時における情報発信・通信確保 

○関東大震災 （1923年9月1日) 
  横浜港停泊中の船舶からの被災情報を、磐城無電が世界に向け無線電信で発信 
  

○阪神淡路大震災 （1995年1月17日) 
  普及黎明期のインターネットを活用。市役所職員等の手作り動画像による情報発信 
  

○東日本大震災 （2011年3月11日） 
  地上の通信設備は津波により壊滅的打撃 → レジリエントな耐災害ＩＣＴへの期待 

災害と電波利用 
○タイタニック号遭難 (1912年4月15日) 
  SOSが発信された最初の海難事故（犠牲者1517名） 無線通信活用の端緒 
 

○伊勢湾台風 (1959年9月20日) 
  死者行方不明者5098名 →富士山レーダー（1964年設置､1999年ﾏﾃﾞ運用） 
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阪神・淡路大震災と東日本大震災の比較   
出典：総務省東北総合通信局資料 
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電気通信サービスの復旧状況の推移（固定電話）   
出典：総務省東北総合通信局資料 
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電気通信サービスの復旧状況の推移（携帯電話）   
出典：総務省東北総合通信局資料 
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防災行政無線の被害状況   
出典：総務省東北総合通信局資料 
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災害に強い情報通信技術の実現に向けて   
出典：総務省東北総合通信局資料 
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災害に強い情報通信技術の実現に向けて   



東北大学 電気通信研究機構  
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研究開発課題 
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プロジェクト成果事例紹介（１）  「災害に強いネットワークを実現するための技術」 

災害後に生き残ったネットワーク資源を直ちに再構成する技術を確立し、災害に強く壊れない「重
層的通信ネットワーク」を実現。 
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プロジェクト成果事例紹介（２）   「大規模災害時における通信ネットワークに 
 適用可能なリソースユニット構築・再構成技術」 

短時間に被災地へ投入し、ＩＣＴサービスの即時立上げを可能とする可搬型の情報通信基盤（リ
ソースユニット）の研究開発を行う。数千規模のユーザ収容が可能なＩＣＴサービスをリソースユニッ
ト設置から１時間以内に提供することを目指している。 
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プロジェクト成果事例紹介（３）   「多様な通信・放送手段を連携させた 
 多層的な災害情報伝達システム」 

地域住民等に迅速かつ確実に防災情報を伝達するため、多様な通信・放送手段を連携させた多
層的な災害情報伝達システムの技術開発・実証を行う。 
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プロジェクト成果事例紹介（４）  「災害時に有効な衛星通信ネットワーク」 

被災地のニーズに応じた衛星回線の確保のため、マルチモード地球局技術、省電力可搬地球局
技術、通信帯域最適化制御技術を確立。 
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VSTAアンテナが衛星を補足する様子を示すビデオの挿入・・・? 

「衛星通信は災害時に情報を伝達する最後のとりでとなる！」 
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プロジェクト成果事例紹介（４）  「災害時に有効な衛星通信ネットワーク」 
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東北大学と独立行政法人情報通信研究機構との包括連携協定 
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耐災害ＩＣＴ研究センター 
企画室 

ロバストネットワーク基盤研究室 

情報配信基盤研究室 

フォトニックネットワークシステム研究室 

ネットワークアーキテクチャ研究室 

ディペンダブルワイヤレス研究室 

宇宙通信システム研究室 

情報分析研究室 

情報利活用基盤技術研究室 

光ネットワーク研究所 

ワイヤレス 
ネットワーク研究所 

ユニバーサル 
コミュニケーション研究所 

ワイヤレスメッシュネットワーク研究室 

ＮＩＣＴ 耐災害ＩＣＴ研究センター 平成２６年３月３日 開所 
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出典：総務省東北総合通信局資料 
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研究開発成果の社会実装に向けた取組み 
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「地域情報通信ネットワーク強靭化セミナー in 角田」   日時： 2014年3月8日(土) 
場所： 宮城県角田市  
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研究開発成果の社会実装に向けた取組み 事例紹介（１） 

情報通信再構築プロジェクト 

※角田市における地域防災モデルシステムの提案や実証実験の公開等を実施 



「災害時に有効な衛星通信ネットワークの研究開発」 
デモンストレーション等 
日時：2014年3月25日(火)午後 
場所：宮城県亘理郡山元町役場 (予定) 

被災地の避難所を想定した 
衛星経由インターネット接続のデモンストレーションを実施 

ハイブリッド車から給電 

可搬型 VSAT ODU 
(自立式小型地球局) 

マルチモード地球局 IDU 

(ソフトウェア無線 IDU) 避難所 

誰にでも組み立て可能 
アンテナの向きを自動調整 

 被災者の携帯電話や 
 パソコンから 
 インターネット接続 

EsBird 

Internet 

ゲートウェイ局 
(東北大学 or 
H23補正開発) 

制御局 
(H23補正開発) 

 複数の衛星通信システム
に対応可能 

研究開発成果の社会実装に向けた取組み 事例紹介（２） 
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ご清聴ありがとうございました 
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